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は じ め に 

 

 現在、高齢化が一層進展するなかで、今後も医療や介護を必要とする高齢者

がさらに増加することが見込まれています。 

 ２０２５年（令和７年）には団塊の世代全てが７５歳以上の後期高齢者とな

ることから、長寿社会にふさわしい高齢者の福祉施策や介護保険制度の持続性

の確保が課題となっています。これらの施策を行うにあたり、福島市の高齢者

の現状を把握することが非常に重要となります。 

 

 この冊子は、福島市の高齢者の現状について、３つの観点から調査し、分析

したものです。１つ目は「福島市の介護保険制度」、２つ目は「福島市在宅介

護慰労手当支給事業から見た寝たきり高齢者の現状」、３つ目は「施設への入

所状況」です。 

 

 それぞれの観点から福島市の高齢者の現状についてまとめ、検証を行ってい

きます。 
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１ 福島市の高齢化の状況について 

 

（１）人口及び高齢化率の推移 

本市の人口及び高齢化率の状況は、下表のとおりである。 

本市の高齢化率は、今年度は前年度から 0.４ポイント伸び３０.４％となっており、

全国よりやや早い進行となっているが、県全体と比較すると３年から４年ほど遅い進

行状況にある。 

なお、本市では平成 18 年度に高齢化率 21％を超え、超高齢社会を迎えている。 

（表１・図１参照） 

（表１）                                               　
各年１０月１日現在（単位:人、％）

281,820 279,786 277,516 275,966 273,904

80,040 81,106 81,940 82,883 83,390

28.4 29.0 29.5 30.0 30.4

30.2 30.9 31.5 32.2 32.4

27.7 28.1 28.4 28.7 29.1

※福島市の数値は住民基本台帳に基づく。

※福島県の数値は企画調整部情報統計領域による推計値。
※全国の数値は総務省統計局による推計値。

平成30年度平成29年度 令和３年度令和２年度

人口及び高齢化率の推移

令和元年度

福 島 市 総 人 口

福 島 市 ６ ５ 歳 以 上 人 口

福 島 市

福 島 県

全 国

高齢化率

年度
区分

 

（図１） 

 高齢化率 

 

（％） 

（年度） 
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（２）地区別の人口及び高齢化率 

地区別の人口及び高齢化率は、平成２６年に全ての地区が超高齢社会と位置づけさ

れる高齢化率 21％を超える結果となっており、昨年度に続き 

高齢化率が最も高い地区は、土湯温泉町 54.5％（前年 55.3％） 

高齢化率が最も低い地区は、杉妻 24.4％（前年 23.9％）となっている。  

（表２・図２参照） 

令和3年１０月１日現在

     　　    区分 総人口 65歳以上人口 高齢化率 75歳以上人口 後期高齢化率

地区 （Ａ） （Ｂ） (Ｂ)／(Ａ) （Ｃ） (Ｃ)／(Ａ)

本　庁 38,082 10,539 27.7 5,306 13.9

渡　利 15,081 4,484 29.7 2,138 14.2

杉　妻 11,774 2,872 24.4 1,441 12.2

蓬　莱 10,351 4,175 40.3 2,034 19.7

清　水 33,966 9,646 28.4 5,065 14.9

東　部 10,973 3,524 32.1 1,830 16.7

大　波　※ 875 429 49.0 208 23.8

鎌　田 11,163 2,883 25.8 1,329 11.9

瀬　上 6,810 1,864 27.4 944 13.9

余　目 14,182 3,727 26.3 1,852 13.1

笹　谷 12,194 3,732 30.6 2,086 17.1

大笹生 2,118 941 44.4 462 21.8

吉井田 11,529 3,157 27.4 1,636 14.2

西 7,133 2,216 31.1 1,097 15.4

土湯温泉町 292 159 54.5 103 35.3

立子山 1,072 551 51.4 275 25.7

飯　坂 20,692 7,690 37.2 3,902 18.9

松　川 13,540 4,383 32.4 2,215 16.4

信　夫 23,950 6,879 28.7 3,198 13.4

吾　妻 23,831 7,857 33.0 3,946 16.6

飯　野 5,171 2,111 40.8 1,090 21.1

合　計 273,904 83,390 30.4 41,949 15.3

※大波地区の数値は東部地区の数字の内数である。

地区別の人口及び高齢化率
 (表２）                             　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　           （単位：人、％）

 

（図２）
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２ 福島市の介護保険制度について 

 

（１）介護保険制度の概要 

 

  ①制度の概要について 

   介護保険制度は、介護を要する状態になっても、住み慣れた地域で安心して自分らし 

く暮らせるよう、必要な介護サービスを提供する仕組みである。４０歳以上の方が加入 

者となり保険料を納め、介護が必要になったときには、費用の一部（１～３割）を支払 

ってサービスを利用することができる。 

 

  ②要介護度について 

   介護保険のサービスを利用するにあたっては、どの程度の介護が必要な状況なのかを 

判定する「要介護認定」を受ける必要がある。認定結果は次ページ（表３）中のいずれ

かとなる。 

※記載は平均的な状態なので、実際に認定を受けた人の状態と一致しない場合がある。 

 

（２）福島市の介護保険制度について 

 

  ①福島市の要介護認定の状況について 

要介護認定は、６５歳以上の方であれば原因を問わず介護や日常生活の支援が必要に

なったとき、申請することができる。福島市の第１号被保険者(６５歳以上)の方で要介

護認定を受けている人の人数は 16,549 人であり、約 20%の方が何らかの要介護認定

を受けていることがわかる。 

 

 

  （図 3）市内で要介護認定を受けている方の割合 

 

 

令和 3 年１０月１日現在 

人数 割合

16,549人 19.9%

66,722人 80.1%

83,271人 100.0%

認定あり

認定なし

第１号被保険者数
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（表 3）                          

要介護度

非該当

身体の状況

要介護４

社会的支援を必要とせず、日常生活は自立できており何ら問題はないと判断された状態。

日常生活上の基本動作については、ほぼ自分で行うことが可能だが、要介護状態への進行を予防する
ために、IADL（手段的日常生活動作）において何らかの支援が必要な状態。

（例）
・居室の掃除や身の回りの世話の一部に何らかの介助（見守りや手助け）を必要とする。
・立ち上がりや片足での立位保持などの複雑な動作に何らかの支えを必要とすることがある。
・排泄や食事はほとんど自分ひとりでできる。

要支援１

要支援1と比べて、IADL（手段的日常生活動作）を行う能力がわずかに低下し、機能の維持や改善の
ために何らかの支援が必要な状態。

（例）
・見だしなみや部屋の掃除などの身の回りの世話に何らかの介助（見守りや手助け）を必要とする。
・歩行や両足での立位保持などの移動の動作に何らかの支えを必要とすることがある。
・排泄や食事はほとんど自分ひとりでできる。

要支援２

要介護4の状態よりさらに動作能力が低下し、意思の伝達も困難になり、介護無しには日常生活を送
ることが不可能な状態。

（例）
・歩行や両足での立位保持などの移動の動作がほとんどできない。
・排泄や食事がほとんどできない。
・多くの問題行動や全般的な理解の低下がみられることがある。

要介護５

要支援の状態からさらにIADL（手段的日常生活動作）の能力が低下。排泄や入浴などに部分的な介
護が必要な状態。

（例）
・見だしなみや居室の掃除などの身の回りの世話に何らかの介助（見守りや手助け）を必要とする。
・歩行や両足での立位保持などの移動の動作に何らかの支えを必要とすることがある。
・問題行動や理解低下がみられることがある。

要介護１

要介護1の状態に加えて、歩行や起き上がりなどに部分的な介護が必要な状態。

（例）
・立ち上がりや片足での立位保持などの複雑な動作に何らかの支えを必要とする。
・排泄や食事に何らかの介助（見守りや手助け）を必要とすることがある。
・問題行動や理解低下がみられることがある。

要介護２

要介護2の状態からさらにIADL（手段的日常生活動作）およびADL（日常生活動作）が著しく低下
し、立ち上がりや歩行が自力ではできず、排泄や入浴、衣服の着脱などにもほぼ全面的な介護が必要
な状態。

（例）
・見だしなみや居室の掃除などの身の回りの世話が自分ひとりでできない。
・歩行や両足での立位保持などの移動の動作が自分でできないことがある。
・排泄が自分ひとりでできない。
・いくつかの問題行動や全般的な理解の低下がみられることがある。

要介護３

要介護3よりも動作能力が著しく低下し、日常生活ほぼ全般を介護なしで行うことが困難な状態。

（例）
・歩行や両足での立位保持などの移動の動作が自分ひとりではできない。
・排泄がほとんどできない。
・多くの問題行動や全般的な理解の低下がみられることがある。
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②要介護認定を受けている方の男女比について 

要介護認定を受けている方の男女比は、男性が 31.2％、女性が 68.8%となっており、 

 女性の割合が高いという結果になった。 

  その要因として、男性に比べ女性は平均寿命が長く、長命であることなどが考えられる。 

 

 

  （図４）市内で要介護認定を受けている方の男女比 

 

 ③要介護認定結果の比率について 

要介護認定結果として最も多かったのは要介護１で 20.２%となった。要支援１から 

要介護 2 までの比較的軽度な認定結果が全体の約 66%を占める結果となった。 

 

 

 （図５）市内で介護認定を受けている方の認定結果割合 

 

                    

令和 3 年１０月１日現在 

令和 3 年１０月１日現在 

人数 割合

男性 5,169人 31.2%

女性 11,380人 68.8%

合計 16,549人 100.0%

人数 割合

要支援1 2,236人 13.5%

要支援2 2,298人 13.9%

要介護1 3,350人 20.2%

要介護2 2,983人 18.1%

要介護3 2,289人 13.8%

要介護4 1,873人 11.3%

要介護5 1,520人 9.2%

合計 16,549人 100.0%
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 ④男女ごとの要介護認定結果の比率について 

   

男女それぞれの要介護認定結果としても、最も多かったのは要介護 1 であった。男女

の結果を比較すると、男性に比べ女性の認定結果では、要介護 4 以上の比較的重度の方

が多いということがわかる。 

 

 

  （図６）男性で介護認定を受けている方の認定結果割合 

 

  

 

  （図７）女性で介護認定を受けている方の認定結果割合 

     

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年１０月１日現在 

令和 3 年１０月１日現在 

人数 割合

要支援1 686人 13.3%

要支援2 634人 12.3%

要介護1 1,138人 22.0%

要介護2 1,008人 19.5%

要介護3 734人 14.2%

要介護4 548人 10.6%

要介護5 421人 8.1%

合計 5,169人 100.0%

人数 割合

要支援1 1,550人 13.6%

要支援2 1,664人 14.6%

要介護1 2,212人 19.4%

要介護2 1,975人 17.4%

要介護3 1,555人 13.7%

要介護4 1,325人 11.6%

要介護5 1,099人 9.7%

合計 11,380人 100.0%
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３ 在宅介護慰労手当支給事業から見た市内の寝たきり高齢者について 

（１）寝たきり高齢者の現状について 

    福島市では、当事業の対象期間（令和 2 年８月１日～令和 3 年７月３１日）にお

いて、寝たきり状態の方を 6 か月以上在宅で介護しているとみなされた介護者の方

に、年額 60,000 円の手当を支給した。 

 寝たきり状態の方とは、下記いずれかの基準を満たす状態の方を指す。 

 

区分１（判定ランクＣ）：１日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替えにおいて介助を要する方 

区分２（判定ランクＢ）：屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッドの上での生活が主体 

であるが座位を保つことができる方  

区分３（判定ランクＭ）：著しい精神症状や周辺症状あるいは重篤な身体疾患がみられ専門医療を 

必要とする方 

区分４（判定ランクⅣ）：日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に 

みられ、常に介護を必要とする方 

 

➀寝たきり高齢者の人数について 

（表４）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　（単位：人）

     　　    区分

地区

本　庁 37 16 1 5 59 54

渡　利 15 12 0 1 28 26

杉　妻 15 9 0 0 24 20

蓬　莱 11 2 1 1 15 14

清　水 26 17 2 4 49 42

東　部 17 5 0 1 23 21

大　波　※ 2 4 0 0 6 6

鎌　田 5 8 0 0 13 10

瀬　上 8 6 0 1 15 14

余　目 17 7 2 2 28 26

笹　谷 10 5 0 1 16 15

大笹生 3 1 1 0 5 5

吉井田 15 8 0 3 26 24

西 7 2 1 1 11 10

土湯温泉町 1 1 0 0 2 2

立子山 2 1 0 0 3 3

飯　坂 28 8 3 4 43 37

松　川 24 14 0 3 41 34

信　夫 25 12 1 4 42 36

吾　妻 30 20 0 9 59 56

飯　野 15 3 0 0 18 14

合　計 311 157 12 40 520 463
※大波地区の数値は東部地区の数字の内数である。

うち慰労手当該当者
区分１

（判定ランクＣ）
区分２

（判定ランクＢ）
区分３

（判定ランクＭ）
区分４

（判定ランクⅣ）
合計
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②寝たきり高齢者の男女比 

寝たきり高齢者の男女比は、女性が 61.7％とやや高い割合を占めている。（図８

参照） 

また、寝たきり高齢者の男女別年齢構成をみると、後期高齢者が男性では 73.9％

（前年度比 1.4 ﾎﾟｲﾝﾄ増）、女性では 91.3％（前年度比 0.1 ﾎﾟｲﾝﾄ減）を占めている。

（図９参照） 

 

 

（図８）寝たきり高齢者の男女比 

                   

 

 

         

（図９）寝たきり高齢者の男女別年齢構成 

 

 

人数 割合
男性 199人 38.3％
女性 321人 61.7％
合計 520人 100.0％
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（２）寝たきり高齢者の介護者について 

 

  ➀介護者の男女比 

介護者の男女比については、女性が 66.5％とやや高い割合を占めている。（図１０

参照） 

 

（図 1０）介護者の男女比 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➁介護者の続柄 

介護者の続柄については、配偶者が 42.9％、子供・子供の配偶者が 53.1％と割合

が高く、介護者の割合の大半を占めている。 

 

（図 1１）介護者の続柄 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人数 割合

男性 174人 33.5%

女性 346人 66.5%

合計 520人 100.0%

人数 割合

配偶者 223人 42.9%

子・子の配偶者 276人 53.1%

子以外の親族 17人 3.3%

その他 4人 0.7%

合計 520人 100.0%
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➂介護者の年齢層について 

介護者の年齢層については、70 歳以上の介護者が全体の 47.7％を占めており、また 65

歳区切りでも、65 歳以上の介護者が半数以上を占めており、いわゆる「老老介護」の実態

が窺える。 

 

 

（図 1２）介護者の年齢層（10 歳毎）    

 

     

 

（図 1３）介護者の年齢層（65 歳区切り） 

 

    

 

人数 割合
65歳未満 187人 36.0%
65歳以上 333人 64.0%

合計 520人 100.0%

人数 割合

30歳未満 2人 0.4%

30歳代 6人 1.2%

40歳代 13人 2.5%

50歳代 69人 13.2%

60歳代 182人 35.0%

70歳代 167人 32.1%

80歳以上 81人 15.6%

合計 520人 100.0%
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４ 高齢者福祉施設等の入所状況 

（１）高齢者福祉施設等の入所状況調査 

調査基準日（令和 3 年 10 月 1 日）現在における、福島市内の高齢者福祉施設等へ

の入所状況を要介護度別に調査した。（対象：本市に住民登録がある者） 

結果をみると、介護老人福祉施設及び介護老人保健施設等の介護保険施設では要介護

度４または５の割合が高く、逆に軽費老人ホーム等の介護保険外施設では、入所者の要

介護度が比較的低い傾向がみられた。 

 

高齢者福祉施設等入所者の要介護度別にみた人数（回答事業者数：85） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者福祉施設等入所者の要介護度別にみた割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※調査に回答のあった施設分のみ集計しています。 

※ 調査に回答のあった施設分のみ集計しているため、実際の施設定員数と本調査施設定員数に差異があります。 

非該当 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護5

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

0.0 0.0 0.0 0.2 2.1 23.0 39.1 35.6

介護老人保健施設 0.0 0.0 0.0 7.5 18.0 26.0 26.5 22.0

認知症高齢者
グループホーム

0.0 0.0 0.3 12.2 25.1 28.8 20.0 13.6

養護老人ホーム
（養護盲老人ホーム）

37.1 1.6 2.4 19.4 8.1 16.9 9.7 4.8

軽費老人ホームＡ型 10.0 6.7 6.7 45.0 25.0 5.0 1.6 0.0

軽費老人ホーム
（ケアハウス）

14.4 9.3 10.2 24.6 21.2 11.9 5.9 2.5

有料老人ホーム 1.9 3.3 2.5 16.1 16.3 17.8 22.1 20.0

グループリビング 0.0 0.0 8.3 8.3 41.8 25.0 8.3 8.3

サービス付き高齢者向
け住宅

16.0 13.5 5.0 20.0 21.5 10.0 6.5 7.5

令和３年10月1日現在（単位：％）
要介護度

非該当 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

介護老人福祉施設
(特別養護老人ホーム）

0 0 0 3 27 298 506 462 1,296 1,356 95.6

介護老人保健施設 0 0 0 59 142 206 210 174 791 909 87.0

認知症高齢者
グループホーム

0 0 1 36 74 85 59 40 295 306 96.4

養護老人ホーム
養護盲老人ホーム

46 2 3 24 10 21 12 6 124 150 82.7

軽費老人ホーム
（Ａ型）

6 4 4 27 15 3 1 0 60 60 100.0

軽費老人ホーム
（ケアハウス）

17 11 12 29 25 14 7 3 118 130 90.8

有料老人ホーム 11 19 14 91 92 101 125 113 566 620 91.3

グループリビング 0 0 1 1 5 3 1 1 12 19 63.2

サービス付き高齢者向
け住宅

32 27 10 40 43 20 13 15 200 231 86.6

合計 112 63 45 310 433 751 934 814 3,462 3,702 91.6

令和３年10月1日現在（単位：人、％）
要介護度

合計(A) 入所率
（A÷B×100）

定員数合計(B)


